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一 研究の 目的

本研究は 『源氏 物語』 にお ける仏教思想 のあ らわれ につ いて思想史学的立場か ら考察 し、 こ

の物語が書かれ た平安時代 中期 の人々の仏教 に根ざ した人 生解釈 のあ りようを解 明す ることを

目的 としている。

物語の作 中人物 に託 された思考 ・感情 のどの部分が どれ ほどに時代思潮を反映 した ものなの

か、作者の個性が どのよ うにそ れ らに影響 して いるのか を見定 めるのは至難 であるが、それ ら

が時代人一般 の心思 のあ りよう と作者 のそれ の複合体で ある ことを承知 した上で、 この物語の

文面に何が書 かれ ているのか一 どのよ うな思考 ・感情 が、 どのよ うな相互連 関において、 ど

の程 度に強調 されて いるか を明 らか に してお くことは、 無意味な ことではないだろ う。従 来の

『源 氏物語』 の仏教思想 に関す る研究 にお いては、そ うした基礎的な作業さえ十分 に行 われて

いる とは言 いがた いか らで ある。 これ まで、そのよ うな基礎作業 を体 系的 ・網羅 的に行 った も

の としては、重松信弘氏 の 『源氏物語 の仏教思想』 があ り、実証的な手法 による手 堅い研究成

果 を示 してい る。 しか し、 同書 は、 『源 氏物語』の仏教思想 のあ らわれ を文芸的 感興 の創 出 と

い う観点か ら捉えて いること、無常、宿世、罪業 とい う三大仏教思想のあ らわれ にっいて個別

に詳論 して いるがその相互の関係が考察 されていない こと、 この物語 にお いて重要 な意義 を持

つ と考 え られ る方便の思想が軽視 されている こと、 の三 点よ り、思想史学的見地か ら見れば多

くの研究課題 を残 してい ると言 える。

そ こで、本研究 では、 『源 氏物語』 の作 中人物 の人生解釈 に大 きく関わ って いる と見 られ る

無常、宿世、方便の三つの仏 教思想 をと りあげ、物語 の中で これ らの思想 を反映す る思 いが共
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存 してい る叙述 に着 目し、それ らについて い くつかの間題 提起 を行 った上で、三つ の思想 の相

互連関の仕 方を解 明する こととした。第一部でそ の前提 的考察 を行 い、第二部で、宿世 の思 想

と方便 の思想を中心に、r源 氏物語』 にあ らわれ た仏教思想 の考察 を行 った。

二 研 究の概要

第 一部(第 一章 ～第三 章)で は、本研究の前提的考察 として、光源氏の物語談義 の形で書 か

れている蛍巻 の物語論 を とりあげ、作者が物語 を書 くという行為 を仏教思想 との関わ りにおい

て どのよ うに捉 えて いたかを追究 した。蛍巻物語論 は、そ の論末 に、

仏 の、 い とうるは しき心 にて説 きおきた まへ る御法 も、方便 といふ ことあ りて、悟 りなき

者 は、 ここか しこ違 ふ疑 ひ をおきつべ くなん、方等経 の中に多 かれ ど、言 ひ もてゆ けば、

一つ旨にあ りて、菩提 と煩悩 との隔た りなむ、この、人 のよきあしきばか りの事は変 りける。

よ く言へば、すべて何 ごとも空 しか らずな りぬや。

と、仏法論 を導入 して物語創作の意義づけを行って いるが、 この仏法論の部分 については、 中

世 の古注釈 の付会 に満ちた天台教学的解釈 に対する忌避感が残存 しているためか、 いまだ十分

な検討が行われてお らず、不明な点が多い。

第一部第一章では、 この仏法論の 中の 「人のよきあ しきばか りの事」 とい う句 と直前の 「菩

提 と煩悩 との隔た り」 とい う句の関係を論 じ、諸 先学の、 「よ きあ しき」 を切 り離 して 「善」・

「悪」 とし、それぞれを 「菩提」 と 「煩悩」 に比定す る解 釈が仏教的発想 に とらわれ た誤 釈で

あることを述べた。 さ らに、 ここで 「煩悩即 菩提」 とい う天台教理を背景 として人の世の真実

相 と 「よきあ しきば か りの事」(誇 張 され た物語 叙述)の 相 即が論 じ られて いる ことを明 らか

にし、 この仏法論 が仏教 で言 う 「響喩説」 として物語創作 の 「空 しか ら」 ざる ことを説 く物語

論の叙述 を支 える役割 を果 た しているという結論 を導 いた。

続いて第二章 では、 この仏法 論にお いて 「方便」が多 い とされている 「方等経」 とは何 を指

すか とい う問題設 定に もとづき、仏法論 の思想的源泉 の究 明を試 みた。当時 の文献 にお ける 「方

等経」 という語 の用法 を調べた結果、 ここの 「方等経」 は現在 ほぼ定説 とな ってい る大乗経典

一般 の意で はな く、天台宗 の五時判で いう方等時の経典 の意で あることが明 らか にな った。そ

こか ら、 『法華玄義』 にお いて方 等時 の解説 に用 い られ ている 「一音説法」の教理が この仏法

論全体 の背景 にある こと、 さ らにこの 「一音説法」 の教理 と関わ りを持つ 『法華経』薬草喩品

の所 説が仏法論の典拠 とな って いる可能性 がある ことを新た に示 した。仏法論の背後 に天台教

学 の思想がある とした点では古注の説に同調する結果 とな ったが、本研究 では、 この ことはあ

くまで この仏法論 の物語論 を支え る「「讐喩説」 としての有効性 を示す ものである と捉えたい。

ここまでは仏法論の 「讐喩説」 としての役割 に注 目して きたが、第 三章にお いて は、蛍巻 物

語論 において仏 法論が導入されている ことの実質 的な意 義 を考 えた。 まず、平安末期 か ら 「狂

言綺語」の仏教 的文芸観 をふ まえてr源 氏物語』作者 と しての紫式部 の功罪が 問われ るように

な った ことに着 目し、 式部 自身は物語 の創作 を行 う上で仏 教の文 芸否定 につ いて どのよ うに考

えて いた のか とい う問題 を提起 した。 その上で、 『三宝絵』等 の検討 を通 じて、紫 式部在世 当

時、物語 を狂言綺語 である とす る見方が既 に存在 して いた ことを論証 し、蛍巻物語論 にお ける

仏 法論の導入 は、物語創作が狂言綺語で あるという仏教 的見地か らの批判 を免れるため に、 同

じ仏 教の 「方便」 説を援用 して論 の正 当化 を図ろうとした もので あるという見解 を提示 した。

以 上、第一部 では、蛍巻物語論 の検討 を通 じて、作者が物語創作 と仏教思想 をどのよ うに関
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連づけていたか を考察 した。 ここで、物語 の創作 を意義づ けるために、仏教 の方便 の思想が援

用 されて いた ことが特 に注 目され る。

次 に、本論文の第二部 では、 『源氏物語』全体 に見 られ る様 々な仏教思想 の表徴 に着 目し、

本研究 の目的 とす る、 『源 氏物語』述作 当時 の人 々にお ける典型 的な人生解 釈の あ りよ うの解

明 を試みた。第二部 をさ らに第一編 と第二編 に分 け、宿世 の思想 と方便の思想 をそれぞれ の中

心 テーマ とした。

第一編(第 一章～第七章)で は、宿世 の思 いを主た る研究対象 とし、その無常の思 い との関

わ りにっ いて考察 した。 まず、 第一章 にお いて、 『源氏 物語』 にお ける宿世 の思 想の研究 史 を

概観す る とともに、無常 の思想 につ いては先行研究 が少な く、 この物語 の宿 世 と無常の関連 を

扱 った例 もほとん どな い ことを指摘 した。 さ らに、 『源 氏物語』 の本文か ら宿 世の思 い と無常

の思 いが共存 してい る例 を引き、いくつかの間題 を提起 して、本編における考察 の起点 とした。

特 に、帯木巻 の 「女 の宿世は いと浮びた るなんあはれにはべ る」 とい う叙述 は、文脈 か ら宿世

の思 いと無常の思い を同時 に含 む ことが知 られるが、難解 であ り、その意 味を解 き明かす こと

が宿世 と無常の関係の究明に役立つ と考え られた。

第二 章では、 『源氏 物語』 を含む平安 時代 の六つの物語 を と りあげて宿世 の思想 の あ らわれ

について検 討 し、 「宿 世」 「契 り」 「さるべ き」等の定型表現 以外 にも宿世 の思 いを表す言 い方

が あることを指摘 した。 すなわち、筆者が 「宿世の文脈」 と命名 した ところの、文脈 の中に宿

世 の思 いが読み取 れる例 である。 「宿 世の文脈」 の多 くは、 「さるべ き」 の 「べ き」 に準ず る用

法での 「べ し」 も しくはそ の否 定形 「ま じ」 の用例で あって、そ うした 「宿世の文脈」 の物語

にお ける出現頻度 は時代 が進 むにつれ て高 まる傾 向にある。 また、 この 「宿世 の文脈」 にお い

ては、宿世の業 因が現世 の過去 か ら現在へ、現在か ら未来 へ という時間経過の 中での物事 のな

りゆ きをまるご と支配 して いる とい う発想が顕著 に認め られ た。 この宿世 によ る現 世 の時間支

配の意識は、 人生のな りゆきを持続 の相 のもとに捉え させ るもの として、平安 中期 以降 の人 々

の思 惟様 式を大 きく特徴づ けて いた と考え られる。

第三章で は、 まず、 『源氏物語』 に見 られ る宿世 について の一般 論 に着 目し、 この物語 が表

明 している宿世観 につ いて検 討 した。その結果、 宿世の性格 として、その捉 えがたさ と抗 いが

たさが強調 されて いることがわか った。ただ し、後者の宿世の抗いがたさ(絶 対性)と い うこ

とは、仏教本来 の因果 の思想 のあ り方 と絡 んで、 『源氏 物語』 の宿世思想 の研究 史上一大論点

となっている ところで、 『源氏物語』 において宿世が人 間の意 志 によって変更可 能 とされ てい

るか どうかが問われて いる。 この問題 について、変更 可能 とされている とす る先行研究 の所 説

を検 討 し、物事 のな りゆきの決定 に人間 の意志 のはた らく余地 は認め られ てい るが、それ に

よ って宿世の変 更が可能 である とはされて いないという見解 を示 した。 この結論は第二章で論

じた宿世の現世支配 のあ り方 に通 じる ものである。

ここで、第一 章で提示 した帯木巻 の 「女 の宿世」 につ いて の叙述 を再び と りあげ、そ の解釈

を示 した。 「宿世」が 「浮び たる」 という言 い方 は形容矛盾 に見え るが、 こ こでの 「宿世」 は

宿命 とい うよ うな抽象 的概念 ではな く、現世 にお いて前世 の業が紡 ぎだす諸現 象の総体 として

の様相一 宿命 的に定 め られ た人 生の具体相 とい う意 味 にお いて捉 えるべ きであ る ことを述

べ、 この叙述で は、宿命的 に定 め られた女 の人生が無常 の相貌 をまとっている とい う意味 にお

いて宿世 と無常 の思 いが関連づ け られて いることを明 らか にした。

続 く第 四章で は、 この物語 にお いて女性 の宿世が特別の関心 を以て扱われて いる とい うこと
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に注 目し、 まず、宿世 の思 いの主体 と客 体 について定型的宿世表現 の全用例 を調査 して、 男性

登 場人物 が宿世 を思 う傾向が強 いの に対 し、女性 はそ の宿世を思われる傾 向が強 い とい う結果

を得 た。 ここで、なぜ 自らの宿世を頻 りに言われて いる女性 に宿世 の思 いが希薄な のか とい う

疑 問か ら、女性登場人物 の宿世の思いを仔細 に検 討 した ところ、 多 くの主要 人物 において 「憂

き身」 の意識が宿世 の思 いと共起 している ことがわか った。 この 「憂 き身」意識 は男性登場 人

物 にはほ とん ど見 られ ぬ ものであ る。次 いで、 「憂 き身」 「身の憂 さ」 「身……憂 し」等 の 「憂

き身」表現 にあ らわれた 「憂 き身」の思いを検討 し、 これ らが、表現 上の連絡、契機 の類 同性 、

想念 自体 の性格 の共通性か ら言 って、宿 世の思 いに根 ざす ものである という結論 に達 した。 こ

れ らの 「憂 き身」表現 こそは宿 世の思 いを表す ほぼ女性特有 の表現 であると考 え られ る。「宿世」

「契 り」 「さるべ き」等 の定型 表現のみ に宿世 の思 いの発露 を認めていた従来 の研究 では見 る

ことがで きなか った宿 世の思想の新 たな一面が ここに発掘 され た。

第五 章では前章 に引き続 き 「憂き身」意識の検討 を行 い、 「憂 き身」 と 「憂 き世」 を連続 的

に捉 えて いた先行研究 の見方 に反 し、 これが 「憂 き世」意識 とは本来別系統の概念で ある こと

を明 らか にした。 すなわ ち、 「憂 き世」意識 が無常 の思 い と深 く関わっているのに対 し、 「憂 き

身」意識は宿世 の思いに根ざす ものである。 さ らに、 「憂 き世」意識 が出家志 向につなが るの

に対 して、 「憂 き身」意識が きわめて しば しば 当事者 の 自己消 却の願望を喚起す る ことを見 出

し、 この物語 最後 の女性主要 人物で ある浮舟が終始 「憂 き身」 の自覚 と自己消却願望 を持 ち続

け、最終 的には 「世 に身を棄て られて」 ある存在の仕方 を選択 して いることを指摘 した。

第六章では、浮舟をめ ぐる考察 をさ らに深め、その人物造型 のあ り方、浮舟物語 に用 い られ

た妻争い説話 の話 型、 また宇治十帖執筆 開始時 に既 に存在 した と見 られ る中君入水構想か ら、

宇治十 帖の執筆 目的が 「憂 き身」 に して 「浮 き身」な る一 さす らい続 ける宿命 を負わ された

一 女 の人生を描 くことにあった という見解 を提示 した。 当時 「憂 き身」 と 「浮 き身」 は歌語

として定着 していたが、両者 は単な る同音異義語であ ることを超えて、宿世 と無常 によ って性

格 づけ られ た女 の人生 のあ りようを相補的 に示す ものであ り、前掲 の 「女の宿 世はい と浮びた

る」 という言 い方 の真意 を解 き明かす もの として注 目され る。

本編 最後の第七 章においては、 まず、 『源氏物語』 の 「憂 き 身」表現 を、 引き歌 によ る もの

まで含 めて抽 出 し、分析 を行 った。その結果、 「憂 き身」 の 自覚 を持 ち自己 消却の願望 を抱 く

直接 的契機 と して、 「人笑へ」 なる ことへ の危惧一 恥 の意 識が ある ことが判明 した。次 に、

『紫式部 日記』 の回想の叙述 における 「憂 き身」意識 の表 出を手掛か りに、 この 日記 にお ける

「思ひ知 る」 という語 の用例 を とりあげて検討 し、そ こに強 い恥 の意識 と自己消却願望が認 め

られ ることを指摘 した。 これよ り、 浮舟をは じめ 『源氏物語』 の女性登場 人物 に見 られ る 「憂

き身」意識 と自己消却の願望 は作者 自身の強烈な 「身」意識 によって強調 され たもので はない

か という推論 を導いた。

第二部第 二編(第 一章 ～第三 章)で は、方便の思 いをと りあげ、そ の、無常 の思 い、宿世 の

思 いとの関係 の仕 方 を中心 に考察 した。 『源 氏物語』 にお ける方便の思 いの 出現度 数は無常や

宿世の思 いに比 してはるかに少 ないが、そ の思 いの主体 とな って いるのが いずれ も主要人物で

ある こと、また、彼 らが 自 らの人生 を顧みて総括的な判断 を示す場面で の思いであ ることか ら、

そ の重要性 が知 られ る。 また、本論文 の第一部で見た ように、方便 の思想は物語創作 につ いて

の作者 の考 え方 に も大 き く影響 して いた。 この物語は、 いわば、二重 の意味で方便の思想 に支

え られ てい筍。 に もかかわ らず、従来 のr源 氏物語』研 究 にお いて、方便の思想が正面か らと
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りあげ られ集 中的 に論 じられた例が ほとん どない ことは、理解 しがたい ことである。

第二編 の第一章では、 この物語 にお ける 「方便」 とい う語の三つの用例 の中か ら、登場 人物

の人生解釈 と最 も深 く関わ る例 として、蜻蛉巻 の薫の思いの中の用例 を とりあげ、 これを中心

に、宇治十帖 の主要人物 に見 られ る方便の思いの基本的性格 と思想的源泉 について考察 した。

そ の結果、宇治十帖 にお いて、方便の思いは仏が 衆生の発心を促すために無常 を思 わせる とい

う形で意識 されて いる こと、 また、その思想的源 泉 としては、 従来あげ られ てきた 『法 華経』

如 来寿量品の方便説 よ りは、 『法華経』随喜功徳 品や 『大 日経』三句の方便説 がふ さわ しい こ

とが 明 らか にな った。特 に、 『大 日経』 の影響 の可能性が ある ことは、 『源氏 物語』の背景に密

教 の思想 がある ことを示 唆す るもので、 『源氏物語』 の思 想基盤 をほぼ天台浄 土教 に求 めて い

る先行研究ではほ とん ど論 じ られていない こととして注 目に値 する。

次 に第二 章では、 『源氏物語』正編 の主要人物で ある光 源氏 の晩年 の方便 の思 いに着 目し、

この源氏の方便の思い と宇治十帖の薫や八宮の方便の 思い との異同を論 じた。 まず、共通 点 と

して は、男性主要登場人物 にお ける思 いである こと、 世の無常を思わせ るとい う形 で方便 がな

されている こと、方便 を行 う主体が明記され る場合 には必ず 「仏な ど」 と記 され ている ことな

どが あげ られた。一方、相違点 としては、宇治十帖 において仏の方便の促 しが よ り直接 的にな っ

て いること、 また、 特に薫 にお いて、仏 による人間の生き方への能動的対応が見 られ るよ うに

な ること、の二点が注 目された。第二の点 に関連 して、 正編 の源 氏にお いて は、 自らの宿 世が

仏 の方便 によってあ らか じめ定め られていた という解釈 が見 られたが、続編 の薫 にお いて は、

宿世 の思い と仏の方便 の促 しの思いは別々に意識 される もの となっている。 これ らの方便 の思

いにお ける相違点 は、 『源 氏物語』正編か ら続編 にか けて の仏観の変容 をうか がわせ るもので

ある。変容が生 じた理 由は定かではないが、紫式部が教 えを受 けた可能性が指摘 され ている檀

那贈僧正覚運 の思想 の影 響が想 定される。覚運 の著作 とされ る 『念仏宝号』 には、 当時 として

は新 しい考え方 である久遠弥陀の思想が見 られ、 これが覚運 の真撰である とすれば、『法 華経』

本門重視 の傾 向が 強まる 中で、覚運 は 「顕 密教 主」(r念 仏宝号』)た る仏 の常在不 滅な る こと

を強調 していた と考 え られるか らである。

第三章で は、 『源氏物語』最 終帖 の夢浮橋巻 で横 川僧都が浮 舟 にあてた消息 を と りあげ、そ

こに方便 の思想が潜在 している可能性を指摘 した。 この消息が 出家 した浮舟 に対 して還俗 を勧

めているか否か という点 については、これ まで大 きく見解が分かれ ていた。全体 の文脈か らは、

古注釈が述べて いるよ うに、還俗勧 奨 と見 るのが適 当であ るが、消息文 中の 「(薫の)愛 執 の

罪をはるか しき こえた まひて」という一節が、還俗勧奨 と見た ので は理解 できな い一 つ ま り、

還俗 して薫 とも との夫婦 関係 を持 ちなが ら 「愛執 の罪 をはるか」す ことは不可能だ という見地

か ら、多 くの論者 によ り非勧奨説が 唱え られてきた。 しか し、前章 までの考察で明 らか にな っ

たように、宇治十帖 の主要人物 においては、方便 の思 い一 特 に密教の思 想 に根 ざす方便 の思

いが濃厚で ある。そ して、横川僧都 という人物が天台僧の 中で も密教に造 詣の深いす ぐれた加

持僧 として描かれて いる ことを考 える と、横川僧都 にも方便 の思想があったのではな いか とい

う推論 が導かれ る。実 際、 『大 日経』 の注釈書 と して天台宗で依用 されて いた 『大 日経 義釈』

には、 「菩薩」が 「大悲 方便」 と して不邪 淫戒 を破 り、折 を見て相手 を勧導 し、 やがて は共 に

「大法利」 を成 した という例話が見 られ る。横川僧都 は この話 を念頭において消息 を書き、浮

舟 に在家 の 「菩薩」 となって一 一還俗 して・ 方 便 を行 じ薫 と共 に成道 をめざす ことを勧めた

ので はな いか と考 え られ る。
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三 研究 の成果

以下、 本研究 が解 明をめざ した人生解釈 のあ りようにつ いて 明 らか にな った ことを中心 に研

究 の成果 を記す。特 に男性貴 顕 と女 性 の違 いに着 目し、それぞ れの 人生解 釈 にお ける思考パ

ター ンの特徴 を述べ る。

本研究で は、宿世 の思想 について、 これ まで研究対象 とな って いた定型的表現 とは違 った新

たな表現形態 と して、 「宿 世の文脈」および 「憂 き身」表現 を見 出 した(第 二部 第一編)。 「宿

世の文脈」 の検討 によって、宿世 の業 因が現世の時間経過 をまるごと支配 してい るという発想

によ り、時 間の流れが持続 の相 のもとに捉 え られて いる ことがわか った。過去か ら現在 に至 る

人生のな りゆきにお いて、物事 の持続 を意識 した とき に、それが 自分 の宿世であ ると認識す る

思考パ ター ンが しば しば認 め られ るが、そ の一つの典型的な形 として、無常の思い の反復 に我

が 身の宿世 を思 う例があ る。 これは特 に源氏、薫 な どの男性貴顕 にあ らわれ るパター ンで、無

常 を 「知 る」べ き 「身」 という形で宿世が 自覚される。

一方、女性 に とって の無常 と宿世 の接点 は、何よ りも 「憂 き身」意識 にあ った。 「憂 き身」

は即ち 「浮き身」であって、そ こに、女性の人生解 釈の典型的なパター ンが認 め られ る。 すな

わ ち、 さす らい続 ける宿 命 を持つ我が身 とい う自己認識があ り、恥の意識等 によって さ らにそ

れが極 まれば、魯 己消却の願望がそ こに生ず るのであ った。つ ま り、女性は男 性 と違 って、無

常 を 「知る」 と言 うよ りは、我が身において体現 していたのである。

このよ うに、同 じ無常 と宿世の思いの共存 といって も男女の意識の仕 方に違 いがあるが、持

続の相を持 つ時間意 識 と 「身」 に集 中する意識 のあ り方 は、 ともに宿 世の思 いに根 ざす もの と

して、当時の人々の思惟様 式を大き く特徴 づけるものであった と思われ る。

本研 究ではまた、 これ まで軽視 されがちであった 『源 氏物語』 の方便 の思想 に着 目し、 重点

的 に考察 した。第一部で は、方便 の思想が、作者 の物語創作 の意 義づけに用 い られて いる こと

を見た。 また、第二部第 二編 の作 中人物 の方便 の思 いについての考察 では、物語 の主要 人物 の

人生解釈 において、 この方便の思想が重大な役割 をはた して いる ことを確 認 した。 『源氏物 語』

は、 内外 の両面か ら方便 の思想 に支 え られて いる。

物語 の中で、方便 の思 いは、 無常や宿世 の思 いと絡 んで、男性 主要 人物の人生解釈 の型 を形

成 して いる。方便 の思 いは男性貴顕 のみ に見 られ るもので あるが、 これは仏 の方便が特別 の救

済 のはか らいで あって、劣機 とされ る女性や身分の低 い男性 には意識 され にくいもので あった

ことを示 している と考 え られ る。

方便 の思 いと無常や宿世 の思 いの関係 の仕方 を見 ると、 まず 、方便 と無常 については、両者

の思 いはつね に不可分で ある。すなわ ち、 この物語 においては、仏 の方便は、仏が衆生の発心

を促 すた めに世 の無常 を思わせ るとい う形で意識 され、 これが一 つの人生解 釈のパ ター ン に

な って いる。一方、方便 と宿世の思い の関係を見 る と、源 氏にお いては、仏 が、 自分 の無常 を

思 い知 るべ き宿世 をあ らか じめ定めお いた、 と意 識 されてお り、方便 と宿世 の思 いが結 びつ け

られているの に対 し、薫 においては、方便 が 自身の生き方 に対 する仏 の能動 的な対応 として意

識 されるよ うになるため、 方便 の思 い と宿 世の思 い とは相容れ ない ものにな って いる。

この 『源氏物語』正編 か ら続編 にかけての方便 の思 いの変化 は、 人間 の生 を支配す る超越 的

存在 についての作者 の見方 の変化 を うかがわせ るもので あ り、 人生が宿世の 因縁 によって あ ら

か じめ動か しがた く定 め られ ている とい うご とき思 い とは別途 の、 よ り動的で フレキ シブル な

人生解釈 の可能性 を開 くもので ある。筆者 はこの物語が人間 の意志 による宿世変更 を可能 と し
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て いるという見方 を否定 したが、それはそれ として、仏 の方便 という別途の見地か ら、人 間が

超越的存在 との間に動的な関係を もつ可能性が示 され ている ことには、看過すべか らざ るもの

が ある。

横川僧都が浮舟 にあてた消息に うかが うことが できた菩薩 の方便 の思想 も、宿世の思 いに緊

縛 された人間の閉塞 的な心理 状況 を打開す るもの として注 目すべ きものである。 この とき浮舟

は 「憂 き身」意識 にも とつ く自己消却願望か ら尼 とな り、我が 身を 「世に棄 て られ」 た状態で

暮 らしているが、僧都 は この浮 舟に対 し、還俗 して薫 のも とに帰 り、在家の菩薩 として方便 を

行 うことを暗に勧 めている。作者紫 式部 の 日記や歌集 には、方便 の思いの明確 なあ らわれは認

め られな いが、 『源氏物 語』の終局 にお いて、横 川僧都 とい う 「い と尊 き」仏教 者 に菩 薩の方

便 の思想が託 され、そ の消息 にお いて在俗 の求道生活 の道が示 されている ことは、作 者の理想

とする生き方が どのよ うなものであったか を示唆す るもので あると言える。

そ して また、本研究 の考 察 によれば、 こうした方便 の思 想の背景 に、 『大 日経』三 句や 『大

日経義釈』 に説かれて いる密教 の思想が あることが考え られた。 当時密教 の修法 の隆盛ぶ りに

比 してそ の教相面で の一般 の理解は浅 く、密教思想の文学への影 響は認 め られ ない とい うのが

これ まで の大方 の見解 で あったが、本研究 はそ うした見方 へ の一つの反証 を示 した ことにな

る。 『源氏物語』 の思 想基盤 をなす もの として天台浄 土教の思想が あることはよ く指摘 されて

いる ことであ り、事 実そ の とお りであ るが、 『源氏物語』成 立 当時の仏教界 の思想 状況や作者

の思想形成過程 を考えた時 に、 この物語 と密教思想 の関係 についての考察が ほとん どない こと

は、著 し く均衡 を欠 いた状況であ ると言わざるをえない。 今後、密教、 と りわ け天台 密教 の視

点か ら 『源氏物語 』 を読みなおす ことで、 さ らに新 たな知 見が得 られ ることを期待 したい。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、第1部 と第2部 とに分れ る。第1部 は3章 か らな り、第2部 は第1編7章 、第2

編3章 とか らな って いる。 ほか に 「序」 と 「結」が付 されて いる。

「序」で、論者 は、 まず本論文 の課題が、 『源氏物語』(以 下 『源 語』 と略称)に お ける仏教

思 想 のあ らわれ、具体 的 には仏 教思想摂 取 のあ り方 とそ れ に根 ざ した人生解 釈 の思 考パ ター

ン、 を思想史学的立場か ら究明す る ことにあ るとする。 つ いで、その視点 ・方法 に言 及 して、

研究 史の問題点 を指摘 した あとで、無常の思想 と宿世の思想 と方便の思想、 この三者 の関連 に

着 目しつつ、あ くまで物語 の記述 に即 して、上記の事実 を把握 しよ うとす る、 とのべる。

第1部 「物語創作 と仏教」 で は、作者紫式部が物語創 作 と仏 教 とをどのように関連 づけてい

たか、が追求される。

第1章 「蛍巻物語論 にお ける仏 法論」では、 『源語』蛍巻 の、著 名な物語論 の末尾 の仏法論

の意味内容 を解 明 しよ うとす る。先行 学説を仔細 に検討 しつつ本文 を丹念 に読み こんだ結果、

この仏法論は 「煩悩 即菩提」 とい う天台 の教理 を踏 まえて、 人の世 の真実相 と物語 の誇張 され

た叙述 と(こ の一見対立す る二者)を 相即 ないし一如 の関係で とらえ、 もって物 語創作の 「空

しか ら」ざる所 以を説 くものだ、 と論ず る。仏法論 を含 む蛍巻物語論 の解釈史上、傾聴すべ き

新 説である。

第2章 「蛍巻物語論 の思想 的源泉」では、前章でみた仏法論 の思想的源泉 を追求 し、① この
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仏法 論にみ える 「方等経」は、通説の いう大 乗経一般 の意ではな く、天台宗の五時判で いう"方

等 時の経典"の 意で ある こと、② 『法華玄義』 の方等時 の解説 にみ られる 「一 音説法」の教理

が この仏法論 のも とにあ るこ と、③、② との関わ りで、 『法華 経』薬草喩品 の所説 も仏法 論の

典拠 である可能性が大で ある こと、 を説 く。 説得 力 に富む貴重な新所見である。

第3章 「狂言綺語観の超克」では、仏法的見地か ら物語等 の文芸は狂言綺語 にす ぎぬ として

そ の意義 をきわめて低 く評価す る当時の通念 に対 し、作者紫式部が仏教の包含 する 「方便 説」

を摂取 ・依拠す ることによ って、文芸ない し文 芸創 作 に意義 を見出す見解 を形成 していた、 と

説 く。 これ また、注 目すべ き見解である。

第2部 「仏教思想 の表徴 」で は、 『源語』 にみ られる、仏教思想 の摂取の あ り方 とそれ に根

ざす人生解釈の思考 パター ンが追求される。第1編 「宿世 の思想」では、宿世 の思想 のあ りよ

う とそ のあらわれ を無常の思想 との関わ りに着 目して、 と らえよ うとする。

第1章 「宿世 と無常」で は、 『源語』 にお いて宿世 の思想 と無常の思想 とが深 く結 合 して い

る諸実例 をあげ、 この両 者の内面的結 合を究 明す る必要がある、 と説 く。

第2章 「宿 世の文脈」で は、 『源語』 を含 む平安時代 の六物語 の宿 世思 想の あ らわ れ を仔細

に検討 した結果、①宿 世の思想 は、従来諸 家が注 目して きた 「宿世」 「契」な どの定型表現 と

は異なる 「宿世 め文脈」と名づ けうる表現の 中にも色濃 く示 されて いる、② 「宿世 の文脈」の、

物語 にお ける出現頻度 は 『源語』以降平安時代が進 むにつれ て高まる、③ 「宿世 の文脈」 に着

目する とき、宿世 の思想 は前世 の業 因が現世 の過去 ・現在 ・未来 という時間的経過 の中で の物

事のな りゆきを持続的 にまるご と支配 して いるという発想 として顕現 してお り、 この宿世 の業

因の支配す る幅や深 さは、 『源語』以後 いよいよ大 とな る、 と論ず る。 平安 時代 の宿 世思 想 の

展開に関す る貴重な新知見 といえる。

第3章 「宿世 と人間の意志」では、『源語』 にお ける宿世思想 のあ らわれの特色 を、 「捉えが

たさ」 と 「抗 いがた さ」 とが強調 されてい る点 に見 出す とともに、研究者の意見の分れる、宿

世 と人間 の意志 との関係如何 の問題 に言及 して、物事 のな りゆきの決定 に人間の意 志のはた ら

く余地 を認めつつ も、宿世その ものは人間の意志 によ って変更 され るものではない とみな され

て いた とみ るべきだ、 とのべ る。

第4章 「女の宿世」で は、 『源語』 にお ける宿世 につ いて のほ とん どの表現 を細 密 に検 討 し

た結果、男性 登場人物が彼 らの運命 をいわば単純 ・皮相 的 に宿 世 と関連づけているの とちがい、

女性登場人物 においては、宿世の思 いが、 わが 身を 「憂 き身」 とみなす、深 刻な 自己規定 を彼

女 らにもた らしている事実 を指摘 する。r源 語』 の宿世思 想 の、従来未究明 の重要 な面 を別 出

した貴重 な指摘で ある。

第5章 「『憂 き身』 と自己消却」では、前章 の記述 を承 けて、 「憂 き身」意識 をよ り深 くと ら

えよ うとす る。① 「憂 き世」意識 は無常 の思 い と深 く関 わ り、 「憂 き身」意 識は宿世 の思 いに

根 ざす もので、両者は本来別系統 の概念で ある、② 「憂 き世」意識が 出家志向 につなが るのに

対 し、 「憂 き身」意識は、 しば しば 当事者の 自己消却 の願望 を喚起す る(『 源 語』 続編 ・宇治十

帖 の描 く浮舟 ゐ意識 と行為 とはその典型例だ)と 説 く。 この章 の記述 もまた 『源語』 の研究上

重要な論点 を提示 して いる。

第6章 「『憂き身』 とr浮 き身』」 では、前々章、前章の考察 を踏 まえて、作 者による宇治十

帖 の浮舟 の造型 に考察 を及ぼ す。r憂 き身』意識 とr浮 き身』意識 とが不可分 に結合 している

とした上で、宇治 十帖の執筆 目的は、「憂き身」にして 「浮 き身」なる一 外在 的要 因によって
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さす らい続 ける運命 を負わ され た一 女 の人生を描 くにあった、 とす る。

第7章 「紫式部 の 『憂 き身』 意識」では、 『源語』 の 「憂 き身」表現 を網羅 的 に検討 した結

果、女性人物たちの 「憂 き身」 の 自覚 と自己消却 の願望 の直接的契機 として、他人 の眼 を気 に

した恥 の意識があ ることを指摘す る。 加えて、紫式部 自身が 「憂 き身」意識 と自己消却 の願望

と恥 の意識 とを抱懐 していた事 実を指摘 した上で、かか る作者 の 「身意識」 が、宇治十帖 の浮

舟 の造型 を生み出 した とみな しうる、 と論ず る。

第2部 の第2編 「方便 の思想」で は、 『源語』 にみ られ る、仏 の方便(衆 生 を救 うため に行

う特別な手立て)の 思想のあ らわれ を考察す る。

第1章 「方便の思いの源 泉」 では、宇治十帖蜻蛉巻 の薫 の描かれ方 を中心 に考察 した結果、

①宇治十帖において方便 の思想 は、仏 が衆 生に発心 を促すた めに世 の無常を思わせ るとい う形

で、登場人物たちによって意識 されて いる、②方便 の思想 の源泉 は、通説のい う 『法華経』如

来寿量 品の方 便説 にではな く、 『法華経』 随喜功徳品や 『大 日経』三句 の方便説 にある とみな

す べきだ、 と論ず る。①② ともに重要 な指 摘で あるが、 とくに②は、 『大 日経』 に着 目して天

台 密教 の思想 的影 響 を説 く点 が見 落 しがた い。 この点 は、 『源 語』 の思想 的基盤 を天台 浄土教

に求めてきた先行 諸学 説に修正 を求 めるものだか らで ある。

第2章 「仏 の方便」で は、 『源語』正編 の光源氏 の方便 の思 い と続編宇治 十帖 の薫や 八宮 の

方便の思 い との異 同を論ず る。共通点 と して、男性主要人物 の思 いである こと、世の無常 を思

わせ るとい う形 式で仏な どによる方便がな され ると意識 されて いること、な どをあげ、相違点

として、宇 治十 帖にお いて仏 の方便 の促 しが よ り直接的 に意識 されている こと、 とくに薫 にお

いて仏の、 人間の生き方 を高 き方へ と引き上げ る働 きが強 く意識 されている こと、 をあげ る。

加えて、 正編 ・続編 との問にみ られ る上記 の相違は、作者 の正編執筆時の仏 観が続 編執筆時 に

な って変容 した ことを意 味す る、作者 に仏観 の変容 をもた らした ものは、天台檀 那流の祖覚運

の思想一 その仏観 であったので はないか、 と論ず る。

第3章 「菩薩の方便」で は、 『源語』最終 帖の夢浮橋で横 川僧都が浮舟 に当てた消息 の内容

に、方 便の思想が潜在 してい る可能性 を指摘す る。 『大 日経』 の注釈書 と して当時天台宗 で用

い られた 『大 日経義釈』 にみえる例話一一ある菩薩が 「大悲方便」 として一女性 と不邪淫 戒 を

破 り、 その後 折 り折 りにその女性 を勧導 し、つ いに共 に 「大法利」 を成 した、 とい う例話一

が、横 川僧都 の消息(論 者 は この消息 を、浮舟 に在 家の菩薩 となって(還 俗 して)、 方便 を行

じて薫 と共 に成道 をめざす ことを勧めた もの と解 する)の 下敷き となっている、 との指摘 は傾

聴に値す る。

論者の本編の三章 にわ たる記述は、 『源語』 の方便 の思 想 にっ いて の最初 の本格的な論 及 と

して研究史 上の意義が大である。

「結」では、それ までの考察の結果 を まとめている。

総 じて本 論文 にお いて論者 は、 『源 語』 にみ られ る仏教思 想 のあ らわれ、具体 的には仏教思

想 の摂取の あ り方 とそれ に根ざ した人生解釈 の思考パ ター ンを究明す るという課題 を設定 し、

①宿世 の思想、②無常の思想、③方 便の思 想、 これ ら三者 の関わ りを注視 しつつ考察 を進 めた

結果、 これ ら三者が関連 してつ く りなす、 『源氏物語』 にみ られ る仏教思想 のあ らわれ、そ の

実相 を、深みか ら トータル に把握する ことに成功 している。論 者の示 した新知見は枚挙 に蓬な

い。 この成果 は、 『源語』 の思 想世界 の最 も本質 的な面 を新 たな形で描き 出 した ものであ り、
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『源語』 の思想 の研究 さ らには平安時代の思想展 開の研究 の進展 に寄与する ところきわめて大

である。

よって、本論文 の提出者は博士(文 学)の 学位 を授 与 され るに十分な資格 を有 する もの と認

め られ る。

一112一


